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サイドチェインコンプとは？
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コンプレッサーの用法の一種、またはそれを用いたサウンドメイキングの

テクニックのこと。

本来コンプレッサーは、インサートされたトラックの音を検知して作動する

が、サイドチェインコンプはインサートされたトラック以外の音をトリガーと

して作動するのが特徴。別名「ダッキング」ともいう。

【ダッキング】

メインの音声が鳴っている間、他のトラックの音量をしぼることで、メインの音声を

目立たせること。本来の意味は「身をかがめる」こと。



ダンスミュージックにおけるサイドチェインコンプの用法
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ダンスミュージックでよく用いられる手法として、キックの音をトリガーとし

て、特定のパートやトラック全体をダッキングするといったものがある。こ

れにより、独特のウネリあるグルーヴィーなサウンドを作ることができる。

各トラックの
サウンド

コンプ

コンプにキックをサイドチェイン入力

キックが鳴っているときだけ
リダクションされる



サイドチェインコンプがもたらす作用

■ １. キックのヌケが良くなる

キックが鳴っている間他のトラックはダッキングされるため、必然的にキックのヌケ

がよくなる。とくに４つ打ち音楽において、キックのヌケ感はそのままフロアの心地

よさ（踊りやすさ）に直結するため、サイドチェインコンプは非常に重宝する。

■ 2. 裏ノリ感が強調され、グルーヴィーなトラックになる

キックをトリガーとしたサイドチェインコンプは、その作用によって裏拍が強調され

るため、楽曲全体の「裏ノリ感」をより強固なものにしてくれる。シンセベースの解

説でお伝えしたとおり、ダンスミュージックはほぼ例外なく「裏ノリ」。サイドチェイン

コンプを上手に使って、心地よい裏ノリ感を作っていこう。
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【参考】裏ノリを意識する
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表ノリのイメージ

裏ノリのイメージ
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サイドチェインコンプの使い方
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① サイドチェイン入力用のキックトラックを作る

② サイドチェインコンプを適用したいトラックにコンプをインサートする

③ キックトラックの出力をサイドチェインコンプにルーティングする

④ パラメータを調整する



まずは、サイドチェイン入力に使用するキックトラックを作ろう。可能ならば、

サイドチェイン入力専用にダミーのキックトラックを用意すると良い。

アレンジを進めていると、キックのリズムを一部分だけ変えたり、特定の

場所だけキックを抜きたいこともあるが、サイドチェイン専用のダミートラッ

クを用意しておけば、そのような場合でも一定のダッキング効果を得るこ

とができる。

①サイドチェイン入力用のキックトラックを作る
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①サイドチェイン入力用のキックトラックを作る
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サイドチェインコンプを適用したいトラックにコンプをインサートしていく。特
定のトラックだけにインサートしても良いし、複数のトラックをまとめたバス
にインサートしても良い。

②サイドチェインコンプを適用したいトラックにコンプをインサートする
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はじめに作ったダミートラックの出力を、コンプのサイドチェイン入力に
ルーティングしよう。ダミートラックのアウトプットをそのままコンプレッサー
のサイドチェイン入力にアサインするだけでOK。

③キックトラックの出力をサイドチェインコンプにルーティングする
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最後に、コンプレッサーのパラメータを調整していこう。劇的な効果を得た

いのであれば、レシオは高め、スレッショルドは深めにセッティングするの

が良い。（あっさりかけたいならその逆。）

アタックやリリースは曲のテンポ感やグルーヴによっても変わってくるた

め、適宜気持ちの良い値を探っていこう。

④パラメータを調整する
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